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研究課題名「急性胆嚢炎に対する初回治療内容と再入院・医療費の検討」に関

する情報公開 

 

１．研究の対象 

 本研究の対象者は、2014年 4月から 2024年 11月の間に、JMDC（日本医療データベース

機構）が管理する健康保険組合の被保険者として急性胆嚢炎と診断され、入院治療が行わ

れた患者さんです。  

JMDCデータベースは、既に匿名加工情報として処理されたデータベースであり、個人を特

定できる情報は一切含まれておりません。 

 

２．研究目的・方法・研究期間 

研究目的： 

急性胆嚢炎は早い段階で胆嚢摘出術を行うことがガイドラインで推奨されています

が、実際には外科医不足などの事情により、非外科的処置（経皮経肝胆嚢ドレナー

ジ：PTGBD など）が行われている施設も多く再入院率の上昇や医療費の増大につな

がる可能性があります。本研究では、全国規模のデータを用いて、急性胆嚢炎の治療

実態を明らかとし、特に早期の胆嚢摘出術と非外科治療で治療成績と医療費がどのよ

うに異なっているかを明らかにすることを目的としています。 

 

研究方法： 

JMDC データベースから急性胆嚢炎で入院された 18 歳以上の方のデータを取り出

し、初回入院時にどのような治療が行われたか、また退院後の再入院と経過中にかか

った医療費について調査を行います。 

 

研究期間：実施承認日 ～ （西暦）  2028 年 12 月 31 日 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

 病名、処置データ、医療費データなど  

なお、本研究で使用するデータは、JMDC社において既に匿名加工情報として処理され

ており、患者さんを特定できる情報（お名前、住所、電話番号など）は一切含まれて

おりません。 

 

４．お問い合わせ先 



 

 

 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

 ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲

内で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

また、本研究では匿名加工情報を使用しており、研究対象者の方を特定することはで

きませんが、本研究に関してご不明な点がございましたら、下記の連絡先までお申出く

ださい。 

 

  連絡先： 

  〒466-8550 愛知県名古屋市昭和区鶴舞町 65  

名古屋大学大学院医学系研究科 臨床研究教育学 医系研究棟 3号館 6階 617  

TEL：052-744-2458  

E-mail：takada.yoshihisa.k1@f.mail.nagoya-u.ac.jp  

研究責任者：  

名古屋大学大学院医学系研究科 臨床研究教育学 助教 高田 善久  

研究に関するお問い合わせ担当者：  

名古屋大学大学院医学系研究科 臨床研究教育学 助教 高田 善久 

 


